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同性カップル住民票｢修正せず」一 一ー一一 一

■一一マーー巴マ ローュュ▲＝聖」
長

1
､｜崎一露蕊詞

(続き柄｢夫(未届)」総務相｢実務ﾄ間題」上大』
2．
、や

村市
は
５
月
、
世
帯
主
ど
同

居
す
る
パ
ー
脂
ナ
ー
の
続
き

柄
欄
に
、
事
実
婚
関
係
で
あ

る
こ
と
を
示
す
「
夫
（
未

届
）
」
と
記
載
し
た
住
民
票

を
交
付
呼
市
側
は
「
自
治
事

務
と
し
て
市
の
裁
量
の
範
囲

内
で
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た

対
応
」
と
説
明
し
た
。

市
は
記
載
が
誤
り
だ
っ
た

の
か
、
総
務
省
に
問
い
合
わ

せ
た
９
同
省
は
今
月
８
日
に

文
書
で
「
公
証
資
潤
で
あ
る

住
民
票
の
写
し
を
交
付
す
る

長
崎
県
大
村
市
が
５
月
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
、
続

き
柄
の
欄
に
「
夫
（
未
届
）
」
と
記
じ
た
住
民
票
を
交
付

し
た
こ
と
を
め
ぐ
り
、
松
本
剛
明
総
務
相
ほ
り
日
の
閣
議

後
の
会
見
で
、
「
実
務
上
の
問
題
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
』
と
の
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
村
市
の
園

田
裕
史
市
長
は
「
記
載
を
修
正
す
る
こ
と
ば
な
い
」
と
反

論
極
疑
問
点
を
総
務
省
に
問
う
考
え
も
示
し
た
。
。

－
９

会見する長崎県大村市
の園田裕史市長＝いず
れも9日、大村市役
所、榧湯勇太撮影

趣p炭

市
長
反

字

一ｨ －

、創 一窒迩
一一

閉

｜

の

I 論季
詫
建
縄
錘
籔
務

｜
醒
塗

上
の
問
題
』
と
は
何
か
。
‐

遺
族
年
金
や
雇
用
保
険
で

の
引
っ
越
し
代
な
ど
、
多
く

の
社
会
保
障
制
度
で
、
男
女

の
事
実
婚
パ
ー
ト
ナ
ー
は
支

給
の
対
象
と
な
る
が
、
同
性

パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

同
省
ば
住
民
票
を
「
社
会

保
障
制
度
の
適
用
を
判
断
す

「
ど
ん
な

総務省の見解について会見する、同性カップ
ルの松浦慶太さん‘(右）と藤山裕太郎さん，

大
村
市
に
続
き
、
同
性
パ

ー
ト
ナ
↑
の
住
民
票
に
、
異

性
間
の
事
実
婚
と
同
じ
表
記

を
導
入
す
る
と
ど
を
決
め
た

栃
木
県
鹿
沼
市
ど
香
川
県
三

豊
市
は
静
観
の
構
え
だ
。
い

ず
れ
も
担
当
者
ほ
「
自
治
体

罎
鰹
譲
蕊
一

る
た
め
の
公
証
資
料
」
ど
説

明
す
る
‐
男
女
の
事
実
婚
カ

ッ
プ
”
と
同
性
カ
ッ
プ
ル
を

同
じ
続
き
柄
に
し
た
場
〈
貝
“

「
各
種
社
会
保
障
の
窓
口

で
、
住
民
票
の
写
し
の
続
き

柄
の
み
で
適
用
の
可
否
を
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
」
‐
（
級
本
氏
）
と
主
張
す

る
。。
ま
た
、
回
答
ほ
あ
く
ま
で

『
助
言
↑
で
あ
り
、
記
載
す

る
か
ど
う
か
の
判
断
ば
自
治

体
に
委
ね
る
ど
い
う
。

こ
れ
に
対
し
、
大
村
市
の

園
田
市
長
は
、
．
こ
の
回
答
に

「
い
く
つ
か
疑
義
が
あ
る
。

納
得
で
き
て
い
な
い
」
な
ど

と
し
て
、
修
正
し
な
い
考
え

だ
。
総
務
省
へ
再
質
問
す
る

こ
と
も
明
か
し
た
９
．
．

再
療
間
で
は
「
各
種
社
会

保
障
の
窓
口
で
は
、
他
の
提

出
書
類
や
聞
き
取
り
な
ど
か

ら
総
合
的
に
判
断
す
る
。
住

支
障

専
門
家
「
支
障
想
定
で
き
な
い
」

『

き
た

の
裁
量
の
範
囲
内
で
可
能
と

判
断
し
て
導
入
し
た
。
現
時

点
で
変
更
は
考
え
て
い
な

い
」
と
取
材
に
答
え
た
。
、
．

一
方
、
導
入
を
検
討
中
の

東
京
都
世
田
谷
区
は
「
判
断

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
。
弁

護
士
に
も
法
的
な
助
言
を
求

ず
の
か
」
同
嘩
パ
ー
ト
ナ
！
壱
め
ぐ

め
て
い
る
」
ど
し
た
。

っ
て
は
、
最
高
裁
が
今
年
８

保
障
と
は
ど
う
い
う
制
度
月
、
異
性
間
の
事
実
婚
ど
同

で
、
ど
う
い
っ
た
支
障
を
き
様
に
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付

た
す
の
か
」
と
反
論
ｕ
た
。
・
金
支
給
法
に
基
づ
く
遺
族
絵

市
幹
部
に
よ
る
と
、
８
日
付
の
対
象
に
な
り
得
る
と
の

総
罐
釧
態
癩
轤
剰
嚥
驍
賎
溌
辮

臆
病
自
治
体
が
判
断
す
る
も
題
を
考
え
る
議
員
連
盟
」

の
』
と
口
頭
で
説
明
が
あ
２
（
会
長
・
岩
屋
設
元
坊
蔚

す』
「
筆
咋
燕
恥
鋼
鏑
肺
詫
電
．
一
鍾
餓
蹄
一
唾
鰯
雲
鵬
奉
蠅
徐

の
か】
L－

た
と
い
う
ｐ
こ
う
し
た
対
応

羅
礫
鯲
溌
蕊
馴
一

文
書
に
明
記
し
な
い
の
か
」

（
市
幹
部
）
と
不
信
感
を
抱

い
て
い
る
Ｑ
・

続
き
柄
欄
に
「
夫
（
未

届
）
」
と
認
さ
れ
た
住
民
票

を
受
け
敵
っ
た
同
性
カ
ッ
プ

ル
の
松
浦
腿
太
さ
ん
（
鉛
）
と

藤
山
裕
太
郎
さ
ん
（
釣
）
は
９

日
、
記
者
団
に
、
総
務
省
の

回
答
に
つ
い
て
、
「
何
が
言

い
た
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

取
り
消
ぜ
と
は
言
わ
な
い

が
、
或
り
消
す
客
っ
に
幟
感

じ
ろ
ど
い
う
文
言
で
は
な
い

か
』
ど
語
っ
た
や
‘

．
（
毒
暴
感
言
拝
傷
蕊
奉

一
相
）
は
６
月
、
他
の
法
令
に
民
票
に
は
性
別
欄
も
あ
り
、

お
け
る
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
同
性
カ
ッ
プ
ル
か
否
か
は
容

の
適
用
に
つ
い
て
、
検
討
を
易
に
判
断
で
き
る
。
大
き
な

加
速
す
る
よ
う
林
芳
正
官
房
『
実
務
上
の
支
障
』
は
想
定

長
官
に
申
し
入
れ
た
ｂ

で
き
な
い
」
と
い
う
。

日
本
大
学
の
鈴
木
秀
洋
教
《
そ
の
う
え
で
「
政
府
が
な

授
（
行
政
法
）
は
「
住
民
基
す
べ
き
は
、
異
性
の
事
実
婚

本
台
帳
の
続
き
柄
の
あ
り
方
と
の
間
で
差
別
的
な
取
り
扱

は
へ
国
が
本
来
果
た
す
べ
き
い
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
、

仕
事
を
委
ね
る
法
定
受
託
事
速
や
か
に
解
消
ず
る
こ
と

務
で
は
藩
く
、
自
治
体
に
裁
だ
」
と
話
す
。
｜

量
が
あ
る
」
と
指
摘
。
「
住
．
“
三
階
堂
友
起
↑
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